
第二回議論より：アミノサイエンス®をどう社会価値につなげていくか

アミノサイエンス®で貢献できる人・社会・地球に与える価値

加工用調味料・酵素
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スポーツ・健康・
サプリメント

動物栄養（牛用） バイオスティミュラント（農業用）

電子材料
（ABF／磁性材）

医療用培地
（バイオ医薬／再生医療）

バイオファーマサービス
（核酸・抗体医薬）

重要テーマに紐づく社会価値 低副作用の生活習慣病の治療・QOL改善
難病治療法の実現 　　●   医療費削減

●

●

先端医療・予防への貢献

●

●

●

エネルギー削減
自動運転・スマート農業の実現
高速・高性能コンピューティングの実現

スマートソサエティの進化への貢献

●

●

●

プラスチック排出削減
農畜産生産のGHG（メタン・N2O等）削減
農家の生産性・収入向上、再生農業への貢献

持続可能な地球環境の実現

●

●

各国の調理・共食を通じたWell- being貢献
あらゆる生活者の健康栄養改善
（一般生活者、アスリート、高齢者等）

食を通じたウェルビーイングの実現

アミノサイエンス®で創出している事業

現在の事業・経済価値

アミノサイエンス®
－味の素グループが誇る最先端の専門技術－

求めるおいしさを実現する
「おいしさ設計技術®」

生理機能物質探索・配合
栄養価値可視化・評価技術

アミノ酸栄養技術による
農畜産業の持続可能化

世界一の低環境負荷
アミノ酸生産技術
（発酵・酵素法）

デジタル社会の進化を
支える素材配合技術

バイオ医薬・再生医療用培地
＆抗体薬物複合体技術

技術・科学的アプローチ

アミノサイエンス®をコアとして現状のマテリアリティに対する実装（Implementation）を投資家視点で図の形に整理した。
取り組みを強化することで社会価値と経済価値を最大化でき、投資家にさらなる成長の可能性を示すことができる。

全ての生きものの
カラダをつくる
基本物質

アミノ酸 アミノ酸
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